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○
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
並
び
に
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一

項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二
十
八
条
の
三
の
二

（
略
）

第
二
十
八
条
の
三
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
八
条
の
三
の
四
に
お
い
て

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定

「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
有
機
溶
剤
の
濃

等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
有
機
溶
剤
の
濃
度
を
測
定
し
、
厚
生
労
働
大

度
を
測
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に

臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な

応
じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該

呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該
場
所
に
お
い
て
作
業
の
一
部

場
所
に
お
い
て
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て

を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸

は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負

用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用

人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知

保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。
）
。
た
だ
し

さ
せ
る
こ
と
。
）
。
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測
定
を

、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測
定
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
（
第

実
施
し
て
い
な
い
場
合
（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理

一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第
一

専
門
家
が
当
該
場
所
を
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と

管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に

が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

限
る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
）
を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン

測
定
）
を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該

グ
測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
測
定
を
も
つ
て
、
こ
の
号
に

測
定
を
も
つ
て
、
こ
の
号
に
お
け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る

お
け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

第
二
十
八
条
の
三
の
四

事
業
者
は
、
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号

（
新
設
）
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及
び
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
つ
い
て
は

、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
行
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法

律
第
二
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
作
環
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
四
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
労
働
局

長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る

講
習
を
修
了
し
た
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者

二

サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
前
号
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
う
ち
、
前
号
の
者
が
サ
ン

プ
リ
ン
グ
ご
と
に
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。
）

前
号

の
者
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
サ
ン
プ
リ
ン

グ
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

三

分
析

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
測
定
し
よ
う
と
す
る
有
機

溶
剤
に
応
じ
た
試
料
採
取
及
び
分
析
に
必
要
な
機
器
及
び
設
備
を
保
有
す

る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

作
環
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
（
ロ

に
お
い
て
「
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
」
と
い
う
。
）

ロ

作
環
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
機
関
（
当
該
機

関
に
所
属
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る

。
）

ハ

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二

十
四
号
）
別
表
第
十
一
の
三
の
三
に
掲
げ
る
検
定
職
種
の
う
ち
、
化
学

分
析
に
係
る
一
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
（
当
該
者
が
所
属
す
る

事
業
場
で
採
取
さ
れ
た
試
料
の
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。



- 4 -

（
鉛
中
毒
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
五
十
二
条
の
三
の
二

（
略
）

第
五
十
二
条
の
三
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
二
条
の
三
の
四
に
お
い
て

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定

「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
鉛
の
濃
度
を
測

等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
鉛
の
濃
度
を
測
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定

定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用

、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該
場
所
に

保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該
場
所
に
お
い
て
作
業
の
一
部
を
請
負

お
い
て
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
労

人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護

働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対

具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具

し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る

を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。
）
。
た
だ
し
、
前
項

こ
と
。
）
。
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測
定
を
実
施
し

の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測
定
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
（
第
一
項
第

て
い
な
い
場
合
（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家

一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第
一
管
理
区

が
当
該
場
所
を
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難

分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
限
る
。

と
判
断
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
）

）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
）
を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定

を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
測
定
を

等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
測
定
を
も
つ
て
、
こ
の
号
に
お
け
る

も
つ
て
、
こ
の
号
に
お
け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る
こ
と
が

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

第
五
十
二
条
の
三
の
四

事
業
者
は
、
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号

（
新
設
）
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及
び
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
つ
い
て
は

、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
行
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法

律
第
二
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
作
環
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
四
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
労
働
局

長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る

講
習
を
修
了
し
た
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者

二

サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
前
号
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
う
ち
、
前
号
の
者
が
サ
ン

プ
リ
ン
グ
ご
と
に
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。
）

前
号

の
者
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
サ
ン
プ
リ
ン

グ
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

三

分
析

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
測
定
し
よ
う
と
す
る
鉛
の

試
料
採
取
及
び
分
析
に
必
要
な
機
器
及
び
設
備
を
保
有
す
る
者
で
あ
つ
て

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

作
環
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
（
ロ

に
お
い
て
「
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
」
と
い
う
。
）

ロ

作
環
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
機
関
（
当
該
機

関
に
所
属
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る

。
）

ハ

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二

十
四
号
）
別
表
第
十
一
の
三
の
三
に
掲
げ
る
検
定
職
種
の
う
ち
、
化
学

分
析
に
係
る
一
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
（
当
該
者
が
所
属
す
る

事
業
場
で
採
取
さ
れ
た
試
料
の
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。
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（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
三
十
六
条
の
三
の
二

（
略
）

第
三
十
六
条
の
三
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
六
条
の
三
の
四
に
お
い
て

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定

「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
特
定
化
学
物
質

等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
を
測
定
し
、
厚
生
労

の
濃
度
を
測
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結

働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
有

果
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（

効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該
場
所
に
お
い
て
作
業
の

当
該
場
所
に
お
い
て
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ

一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な

つ
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該

呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼

請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を

吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。
）
。
た

周
知
さ
せ
る
こ
と
。
）
。
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測

だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測
定
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合

定
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境

（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を

管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る

第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に

合
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
）
を
個
人
サ
ン
プ

よ
る
測
定
）
を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、

リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
測
定
を
も
つ
て
、
こ
の

当
該
測
定
を
も
つ
て
、
こ
の
号
に
お
け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と

号
に
お
け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

５
～
９

（
略
）

５
～
９

（
略
）

第
三
十
六
条
の
三
の
四

事
業
者
は
、
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号

（
新
設
）
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及
び
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
つ
い
て
は

、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
行
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法

律
第
二
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
作
環
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
四
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
労
働
局

長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る

講
習
を
修
了
し
た
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者

二

サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
前
号
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
う
ち
、
前
号
の
者
が
サ
ン

プ
リ
ン
グ
ご
と
に
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。
）

前
号

の
者
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
サ
ン
プ
リ
ン

グ
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

三

分
析

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
測
定
し
よ
う
と
す
る
特
定

化
学
物
質
に
応
じ
た
試
料
採
取
及
び
分
析
に
必
要
な
機
器
及
び
設
備
を
保

有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

作
環
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
（
ロ

に
お
い
て
「
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
」
と
い
う
。
）

ロ

作
環
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
機
関
（
当
該
機

関
に
所
属
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る

。
）

ハ

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二

十
四
号
）
別
表
第
十
一
の
三
の
三
に
掲
げ
る
検
定
職
種
の
う
ち
、
化
学

分
析
に
係
る
一
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
（
当
該
者
が
所
属
す
る

事
業
場
で
採
取
さ
れ
た
試
料
の
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
に
係
る
措
置
）

（
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
に
係
る
措
置
）

第
三
十
八
条
の
二
十
一

（
略
）

第
三
十
八
条
の
二
十
一

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

12

12

第
三
十
六
条
の
三
の
四
の
規
定
は
、
第
二
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
測

（
新
設
）

13
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定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十

六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン

プ
リ
ン
グ
測
定
等
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
三
号
中
「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ

測
定
等
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
四
項
に
規

定
す
る
測
定
」
と
、
同
号
中
「
特
定
化
学
物
質
に
応
じ
た
」
と
あ
る
の
は
「

溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二
十
六
条
の
三
の
二

（
略
）

第
二
十
六
条
の
三
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
合
又

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

は
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

一
管
理
区
分
若
し
く
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

一

当
該
場
所
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
器
等
を
用
い
て
行
う
測
定
そ
の
他
の

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
六
条
の
三
の
四
に
お
い
て

方
法
に
よ
る
測
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定

「
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
粉
じ
ん
の
濃
度

等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
粉
じ
ん
の
濃
度
を
測
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣

を
測
定
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な
呼

じ
て
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該
場

吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
（
当
該
場
所
に
お
い
て
作
業
の
一
部
を

所
に
お
い
て
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は

請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用

、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人

保
護
具
を
使
用
さ
せ
、
か
つ
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保

に
対
し
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ

護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。
）
。
た
だ
し
、

せ
る
こ
と
。
）
。
た
だ
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測
定
を
実

前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
（
当
該
測
定
を
実
施
し
て
い
な
い
場
合
（
第
一

施
し
て
い
な
い
場
合
（
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専

項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
作
業
環
境
管
理
専
門
家
が
当
該
場
所
を
第
一
管

門
家
が
当
該
場
所
を
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が

理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
限

困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測

る
。
）
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
）
を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ

定
）
を
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
測

測
定
等
に
よ
り
実
施
し
た
場
合
は
、
当
該
測
定
を
も
つ
て
、
こ
の
号
に
お

定
を
も
つ
て
、
こ
の
号
に
お
け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る
こ

け
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

第
二
十
六
条
の
三
の
四

事
業
者
は
、
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
第
一
号

（
新
設
）
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及
び
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
つ
い
て
は

、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
に
行
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法

律
第
二
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
作
環
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
四
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
労
働
局

長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る

講
習
を
修
了
し
た
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
者

二

サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
前
号
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
う
ち
、
前
号
の
者
が
サ
ン

プ
リ
ン
グ
ご
と
に
指
定
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
に
限
る
。
）

前
号

の
者
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
サ
ン
プ
リ
ン

グ
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
た
者

三

分
析

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
等
に
よ
り
測
定
し
よ
う
と
す
る
粉
じ

ん
の
試
料
採
取
及
び
分
析
に
必
要
な
機
器
及
び
設
備
を
保
有
す
る
者
で
あ

つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

作
環
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
（
ロ

に
お
い
て
「
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
」
と
い
う
。
）

ロ

作
環
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
機
関
（
当
該
機

関
に
所
属
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る

。
）

ハ

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二

十
四
号
）
別
表
第
十
一
の
三
の
三
に
掲
げ
る
検
定
職
種
の
う
ち
、
化
学

分
析
に
係
る
一
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
（
当
該
者
が
所
属
す
る

事
業
場
で
採
取
さ
れ
た
試
料
の
分
析
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。
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（
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
～
第
一
章
の
六

（
略
）

第
一
章
～
第
一
章
の
六

（
略
）

第
一
章
の
七

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
（
第
一
条
の
二
の
四
十
四

（
新
設
）

の
十
七
―
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十
二
）

第
一
章
の
八
・
第
一
章
の
九

（
略
）

第
一
章
の
七
・
第
一
章
の
八

（
略
）

第
二
章
～
第
十
一
章

（
略
）

第
二
章
～
第
十
一
章

（
略
）

附
則

附
則

（
報
告
の
徴
収
）

（
報
告
の
徴
収
）

第
一
条
の
二
の
二
の
十
三

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者

第
一
条
の
二
の
二
の
十
三

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者

講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者

講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者
講
習

講
習
機
関
に
対
し
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に

機
関
に
対
し
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し

関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
章
の
七

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関

（
新
設
）

（
登
録
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
七

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年

（
新
設
）

労
働
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
有
機
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の
三

の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労

働
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
二
条
の
三
の
四

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十

七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条

の
三
の
四
第
一
項
（
特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
十
三
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
第
一

号
及
び
第
二
号
並
び
に
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令

第
十
八
号
。
以
下
「
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
の
三
の
四
第
一
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項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
登
録
（
こ
の
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
登
録
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
個
人
ば

く
露
測
定
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

有
機
則
第
二
十
八
条
の
三

デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る

の
四
第
一
項
第
一
号
、
鉛

講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
デ
ザ
イ

則
第
五
十
二
条
の
三
の
四

ン
等
講
習
」
と
い
う
。
）

第
一
項
第
一
号
、
特
化
則

第
三
十
六
条
の
三
の
四
第

一
項
第
一
号
及
び
粉
じ
ん

則
第
二
十
六
条
の
三
の
四

第
一
項
第
一
号
の
登
録

有
機
則
第
二
十
八
条
の
三

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る
講
習
（
以
下
こ

の
四
第
一
項
第
二
号
、
鉛

の
章
に
お
い
て
「
サ
ン
プ
リ
ン
グ
講
習
」

則
第
五
十
二
条
の
三
の
四

と
い
う
。
）

第
一
項
第
二
号
、
特
化
則

第
三
十
六
条
の
三
の
四
第

一
項
第
二
号
及
び
粉
じ
ん

則
第
二
十
六
条
の
三
の
四

第
一
項
第
二
号
の
登
録

２

登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関

登
録
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
当
該
者
が
個
人
ば

く
露
測
定
講
習
を
行
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（

以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記

事
項
証
明
書

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
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三

申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

四

次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

イ

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

ロ

申
請
に
係
る
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
の
氏
名

及
び
略
歴

ハ

申
請
に
係
る
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担

当
す
る
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
習
科
目

ニ

申
請
に
係
る
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
に
用
い
る
機
械
器
具
そ
の
他
の

設
備
の
種
類
、
数
、
性
能
及
び
そ
れ
ら
の
所
有
又
は
借
入
れ
の
別

ホ

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
つ
て
い
る
と
き
は

、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要

ヘ

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の

十
九
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
事
項

（
欠
格
条
項
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
八

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

（
新
設
）

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ

た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
八
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ

、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（
登
録
基
準
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
九

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
一
条
の
二
の
四

（
新
設
）

十
四
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
機
械
器
具

そ
の
他
の
設
備
を
有
し
、
こ
れ
を
用
い
て
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
行
う
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も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

試
料
採
取
器

ロ

分
粒
装
置

ハ

相
対
濃
度
測
定
器

ニ

検
知
管
式
ガ
ス
測
定
器

二

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

デ
ザ
イ
ン
等
講
習
に
あ
つ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

個
人
ば
く
露
測
定
概
論

（１）

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
知
識

（２）

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る
知
識

（３）

労
働
衛
生
関
係
法
令

（４）

デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

（５）
ロ

サ
ン
プ
リ
ン
グ
講
習
に
あ
つ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

化
学
物
質
管
理
概
論

（１）

個
人
ば
く
露
測
定
概
論

（２）

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関
す
る
知
識

（３）

労
働
衛
生
関
係
法
令

（４）

サ
ン
プ
リ
ン
グ

（５）

三

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
師
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

イ

デ
ザ
イ
ン
等
講
習
に
あ
つ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科

目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適

合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

条
件

個
人
ば
く
露
測
定
概

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等

論

専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規

の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ

て
、
そ
の
後
三
年
以
上
労
働
衛
生
に
関

す
る
実
務
又
は
研
究
に
従
事
し
た
経
験
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を
有
す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

一

作
業
環
境
測
定
士
（
作
業
環
境
測
定

知
識

法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）

第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境

測
定
士
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
資

格
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
三
年
以
上
個

人
ば
く
露
測
定
の
実
務
に
従
事
し
た
経

験
を
有
す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関

一

作
業
環
境
測
定
士
の
資
格
を
有
す
る

す
る
知
識

者
で
あ
つ
て
三
年
以
上
個
人
ば
く
露
測

定
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

労
働
衛
生
関
係
法
令

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
大
学
改
革

支
援
・
学
位
授
与
機
構
に
よ
り
学
士
の

学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
若
し
く
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者
又
は
専
門
職
大
学
前
期
課
程

を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。

）
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
一
年
以
上
労
働

衛
生
に
関
す
る
実
務
又
は
研
究
に
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
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二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン

一

作
業
環
境
測
定
士
の
資
格
を
有
す
る

プ
リ
ン
グ

者
で
あ
つ
て
三
年
以
上
個
人
ば
く
露
測

定
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

ロ

サ
ン
プ
リ
ン
グ
講
習
に
あ
つ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習

科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に

適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

条
件

化
学
物
質
管
理
概
論

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規

の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ

て
、
そ
の
後
三
年
以
上
労
働
衛
生
に
関

す
る
実
務
又
は
研
究
に
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

個
人
ば
く
露
測
定
概

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等

論

専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規

の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
つ

て
、
そ
の
後
三
年
以
上
労
働
衛
生
に
関

す
る
実
務
又
は
研
究
に
従
事
し
た
経
験

を
有
す
る
も
の
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二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関

一

作
業
環
境
測
定
士
の
資
格
を
有
す
る

す
る
知
識

者
で
あ
つ
て
三
年
以
上
個
人
ば
く
露
測

定
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

労
働
衛
生
関
係
法
令

一

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
あ
つ
て
、

そ
の
後
一
年
以
上
労
働
衛
生
に
関
す
る

実
務
又
は
研
究
に
従
事
し
た
経
験
を
有

す
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

サ
ン
プ
リ
ン
グ

一

作
業
環
境
測
定
士
の
資
格
を
有
す
る

者
で
あ
つ
て
三
年
以
上
個
人
ば
く
露
測

定
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知

識
経
験
を
有
す
る
者

四

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と

。

２

登
録
は
、
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
の
事
項
を
記
載

し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
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氏
名

三

事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四

デ
ザ
イ
ン
等
講
習
又
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
講
習
の
別

（
登
録
の
更
新
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十

登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な

（
新
設
）

け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
実
施
義
務
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
一

登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い

（
新
設
）

て
「
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
正
当
な
理
由
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
毎
事
業
年
度
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
個
人
ば
く
露
測

定
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
つ
て
公
正
に
個
人
ば

く
露
測
定
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
講
習
科
目
、
時
間

及
び
受
講
定
員
に
関
す
る
事
項

二

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
師
の
氏
名

２

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
（
登
録
を

受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
後
遅
滞

な
く
）
、
実
施
計
画
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
に
前
項
の
規
定
に
よ
り

作
成
し
た
計
画
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

３

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
実
施
計
画
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の

三
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
修
了
し

た
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
修
了
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に

、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施
し
た
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
結
果
に
つ
い
て
、

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
実
施
結
果
報
告
書
（
様
式
第
一
号
の
四
）
を
所
轄
都
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道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
届
出
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
二

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
第

（
新
設
）

一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
九
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
事
項
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
登
録

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
五
）

を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
規
程
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
三

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
個

（
新
設
）

人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
開
始
の
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
の
事
項

を
記
載
し
た
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
業
務

規
程
届
出
書
（
様
式
第
二
号
）
に
当
該
規
程
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労

働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

も
、
同
様
と
す
る
。

一

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
実
施
方
法

二

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
に
関
す
る
料
金

三

前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

四

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

五

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

六

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

七

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関

す
る
事
項

八

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項

九

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求

に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
に
関

し
必
要
な
事
項

２

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の

届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
業
務
規
程
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
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を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
休
廃
止
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
四

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
個

（
新
設
）

人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
業
務
休
廃
止
届

出
書
（
様
式
第
四
号
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
毎

（
新
設
）

事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照

表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に

代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記

録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
五

年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は

、
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に

掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請

求
を
す
る
に
は
、
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面

の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

二

前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

三

財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当

該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に

表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

四

前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
つ
て
次

の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記

載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

イ

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
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計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ

れ
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に

当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

ロ

磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を

確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ

ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
適
合
命
令
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
六

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
個
人
ば
く

（
新
設
）

露
測
定
講
習
機
関
が
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
九
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
個
人
ば
く
露
測
定

講
習
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
七

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
個
人
ば
く

（
新
設
）

露
測
定
講
習
機
関
が
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
違

反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
に

対
し
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
個
人
ば
く
露
測
定
講

習
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
採
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
八

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
個
人
ば
く

（
新
設
）

露
測
定
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登

録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
個
人
ば

く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

一

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
八
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
と
き
。



- 26 -

二

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
一
か
ら
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十

四
ま
で
、
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
二
項
各

号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四

前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五

不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

（
帳
簿
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
九

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
個

（
新
設
）

人
ば
く
露
測
定
講
習
を
行
つ
た
と
き
は
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
修
了
者

の
氏
名
、
生
年
月
日
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿

を
備
え
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
廃
止
（
登
録
の
取
消
し
及
び
登

録
の
失
効
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
行
つ
た

と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
五

年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

デ
ザ
イ
ン
等
講
習
又
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
講
習
の
別

二

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間

三

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
行
つ
た
年
月
日

四

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
講
師
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
資
格
に
関
す
る

事
項

五

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
結
果

六

そ
の
他
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

３

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の

廃
止
を
し
た
場
合
（
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
及
び
登
録
が
そ
の
効
力
を

失
つ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、
第
一
項
の
帳
簿
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局

長
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
個
人
ば
く
露
測
定

（
新
設
）
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講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習

機
関
に
対
し
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
よ
る
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
実
施
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十
一

所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
そ
の
管
轄

（
新
設
）

区
域
内
に
登
録
を
受
け
る
者
が
い
な
い
場
合
、
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二

十
四
の
規
定
に
よ
る
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
、
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十

八
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講

習
機
関
に
対
し
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停

止
を
命
じ
た
場
合
又
は
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
が
天
災
そ
の
他
の

事
由
に
よ
り
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
実
施

す
る
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、

当
該
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

２

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
都
道
府

県
労
働
局
長
が
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行

う
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
当
該
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
並
び

に
当
該
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き

継
ぐ
こ
と
。

二

そ
の
他
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
。

（
公
示
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十
二

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄

（
新
設
）

に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
都
道
府
県
労
働

局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

登
録
を
し
た
と
き
。

一

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
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法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名

二

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
を

行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

行
う
こ
と
が
で
き
る
個
人
ば
く
露

測
定
講
習

四

登
録
し
た
年
月
日

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二

一

変
更
前
及
び
変
更
後
の
登
録
個
人

十
二
の
規
定
に
よ
る
第
一
条

ば
く
露
測
定
講
習
機
関
の
氏
名
又
は

の
二
の
四
十
四
の
十
九
第
二

名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ

項
第
二
号
の
事
項
の
変
更
の

て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

届
出
が
あ
つ
た
と
き
。

二

変
更
す
る
年
月
日

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二

一

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関

十
二
の
規
定
に
よ
る
第
一
条

の
氏
名
又
は
名
称

の
二
の
四
十
四
の
十
九
第
二

二

変
更
前
及
び
変
更
後
の
個
人
ば
く

項
第
三
号
の
事
項
の
変
更
の

露
測
定
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所

届
出
が
あ
つ
た
と
き
。

の
名
称
及
び
所
在
地

三

変
更
す
る
年
月
日

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二

一

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の

十
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃

あ
つ
た
と
き
。

止
す
る
登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習

機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並

び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表

者
の
氏
名

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
個
人
ば

く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
範
囲

三

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の

全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
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止
す
る
年
月
日

四

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の

全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二

一

登
録
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
機
関

十
八
の
規
定
に
よ
り
登
録
を

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に

取
り
消
し
、
又
は
個
人
ば
く

法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の

露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部

氏
名

若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命

二

登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
個
人
ば

じ
た
と
き
。

く
露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し

く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

三

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の

全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
停
止
を
命
じ
た
個

人
ば
く
露
測
定
講
習
の
範
囲
及
び
そ

の
期
間

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

一

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の

所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
が

全
部
又
は
一
部
を
行
う
も
の
と
し
た

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業

年
月
日

務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら

二

行
う
も
の
と
す
る
個
人
ば
く
露
測

行
う
も
の
と
す
る
と
き
。

定
講
習
の
業
務
の
範
囲
及
び
そ
の
期

間

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

一

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
業
務
の

所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
が

全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と

自
ら
行
つ
て
い
た
個
人
ば
く

し
た
年
月
日

露
測
定
講
習
の
業
務
の
全
部

二

行
わ
な
い
も
の
と
し
た
個
人
ば
く

又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の

露
測
定
講
習
の
業
務
の
範
囲

と
す
る
と
き
。
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（
登
録
基
準
）

（
登
録
基
準
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の

二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て

二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て

に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

検
査
業
者
検
査
員
研
修
の
講
師
が
、
次
の
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ

二

検
査
業
者
検
査
員
研
修
の
講
師
が
、
次
の
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ

と
。

と
。

イ

動
力
プ
レ
ス
検
査
員
研
修
の
講
師
に
つ
い
て
は
、
次
の

か
ら

ま

イ

動
力
プ
レ
ス
検
査
員
研
修
の
講
師
に
つ
い
て
は
、
次
の

か
ら

ま

（１）

（４）

（１）

（４）

で
（
前
号
イ
の
学
科
研
修
の
う
ち
関
係
法
令
に
係
る
も
の
の
講
師
に
つ

で
（
前
号
イ
の
学
科
研
修
の
う
ち
関
係
法
令
に
係
る
も
の
の
講
師
に
つ

い
て
は
、
次
の

か
ら

ま
で
）
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験

い
て
は
、
次
の

か
ら

ま
で
）
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験

（１）

（５）

（１）

（５）

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

～

（
略
）

～

（
略
）

（１）

（４）

（１）

（４）

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
で

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
（

（５）

（５）

、
そ
の
後
一
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与
機
構
に
よ
り
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る

た
者
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

と
認
め
る
者

者
又
は
専
門
職
大
学
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。
以
下
同
じ

。
）
で
、
そ
の
後
一
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
も
の
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
そ
の
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を

有
す
る
と
認
め
る
者

ロ
～
チ

（
略
）

ロ
～
チ

（
略
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
登
録
）

（
登
録
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
十
六

粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
第
三
項
の
登
録
（

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
十
六

粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年

以
下
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
一
項
第
二
号
を
除
き
、
こ
の
章
に
お
い
て

労
働
省
令
第
十
八
号
。
以
下
「
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
三

単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
較
正
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単

項
の
登
録
（
以
下
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
一
項
第
二
号
を
除
き
、
こ
の

に
「
較
正
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

章
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
較
正
（
以
下
こ
の
章
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に
お
い
て
単
に
「
較
正
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り

行
う
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
登
録
基
準
）

（
登
録
基
準
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の

十
六
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適

十
六
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
適

合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

実
施
管
理
者
と
し
て
、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労

二

実
施
管
理
者
と
し
て
、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労

働
省
令
第
二
十
号
）
別
表
第
一
号
の
作
業
場
の
種
類
に
つ
い
て
登
録
を
受

働
省
令
第
二
十
号
）
別
表
第
一
号
の
作
業
場
の
種
類
に
つ
い
て
登
録
を
受

け
て
い
る
作
業
環
境
測
定
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
第
一
種
作
業
環

け
て
い
る
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
条

境
測
定
士
が
置
か
れ
る
こ
と
。

第
五
号
に
規
定
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
置
か
れ
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１号（第１条の２、第１条の２の２の16、第１条の２の44の17、第19条の24の２、

第19条の24の２の16、第19条の24の17、第19条の24の32、第21条、第25条の４、第53条関

係） 

 

登録                  機関登録申請書 

 

登 録 番 号   

登 録 年 月 日        年   月   日 

申請者の氏名又は名称及び法人に

あっては、その代表者の氏名 

  

申 請 者 の 住 所 電話（     ） 

事 務 所 の 名 称 及 び 所 在 地   

登 録 を 受 け よ う と す る 区 分   

講習、較正、教習又は研修を行う

予定場所 

  

       年  月  日 

申請者                

 収 入

印 紙 
  

厚 生 労 働 大 臣 

都道府県労働局長 
 殿 

備考 

 １ 表題には、「衛生工学衛生管理者講習」、「安全衛生推進者等養成講習」、「個人ばく露

測定講習」、「検査業者検査員研修」、「較正」、「発破実技講習」、「ボイラー実技講習」、

「教習」、「コンサルタント講習」及び「計画作成参画者研修」のうち、該当する文字を

記入すること。 

 ２ この届出書は、登録検査業者検査員研修機関、登録較正機関、登録コンサルタント

講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生労働大臣に、登録衛生工学

衛生管理者講習機関、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録個人ばく露測定講習

機関、登録発破実技講習機関、登録ボイラー実技講習機関及び登録教習機関にあって

は都道府県労働局長に提出すること。 

 ３ 登録番号及び登録年月日の欄は、登録の更新を行う場合に限り、記入すること。 

 ４ 登録を受けようとする区分の欄は、安全衛生推進者等養成講習にあっては、安全衛

生推進者養成講習又は衛生推進者養成講習の別を、個人ばく露測定講習にあっては、

デザイン等講習又はサンプリング講習の別を、検査業者検査員研修にあっては、労働

安全衛生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令（昭和47年労働省

令第44号）第19条の24の２第１項の表の下欄に掲げる研修の別を、教習にあっては同

令第20条各号の区分を、コンサルタント講習にあっては安全に関する講習又は衛生に

関する講習の別を、計画作成参画者研修にあっては工事に関する研修又は仕事に関す

る研修の別を記入すること。 

 ５ 登録教習機関の登録の申請を行う場合には、登録免許税を国に納付し、その領収証



書を裏面に貼り付けること。 

 ６ 登録教習機関の登録の更新の申請を行う場合には、手数料額に相当する額の収入印

紙を収入印紙欄に貼り付けること。また、収入印紙は、申請者において消印しないこ

と。 

 ７ この申請書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 
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様
式
第
一
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１号の２（第１条の２の２の４、第１条の２の５、第１条の２の44の21、第19条の2

4の２の５、第19条の24の21、第19条の24の36、第25条の８、第57条関係） 

実施計画届出書 

登 録 番 号   

届 出 者 の 氏 名 又 は 名 称   

届 出 者 の 住 所 電話（     ） 

事 業 年 度    年  月  日 ～   年  月  日 

           年  月  日 

届出者               

 厚 生 労 働 大 臣 
殿 

都道府県労働局長 

備考 

  この届出書は、登録検査業者検査員研修機関、登録コンサルタント講習機関及び登録計

画作成参画者研修機関にあっては厚生労働大臣に、登録衛生工学衛生管理者講習機関、登

録安全衛生推進者等養成講習機関、登録個人ばく露測定講習機関、登録発破実技講習機関

及び登録ボイラー実技講習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。 
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様
式
第
一
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１号の３（第１条の２の２の４、第１条の２の５、第１条の２の44の21、第19条の2

4の２の５、第19条の24の21、第19条の24の36、第25条の８、第57条関係） 

実施計画変更届出書 

登 録 番 号   

届 出 者 の 氏 名 又 は 名 称   

届 出 者 の 住 所 電話（     ） 

変
更
事
項 

変 更 前   

変 更 後   

変 更 し よ う と す る 年 月 日   

変 更 の 理 由   

            年  月  日 

届出者                

厚 生 労 働 大 臣 
殿 

都道府県労働局長 

備考 

 １ この届出書は、登録検査業者検査員研修機関、登録コンサルタント講習機関及び登

録計画作成参画者研修機関にあっては厚生労働大臣に、登録衛生工学衛生管理者講習

機関、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録個人ばく露測定講習機関、登録発破

実技講習機関及び登録ボイラー実技講習機関にあっては都道府県労働局長に提出する

こと。 

 ２ この届出書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 
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様
式
第
一
号
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１号の４（第１条の２の２の４、第１条の２の５、第１条の２の44の21、第19条の2

4の２の５、第19条の24の21、第19条の24の36、第25条の８、第57条関係） 

 

                         実施結果報告書 

 

登 録 番 号 
  

登録年月日 
  

報告者の氏名又は名称及び法人

にあっては、その代表者の氏名 

  

報 告 者 の 住 所 電話       

報 告 対 象 期 間   年  月  日 から    年  月  日まで 

講 習 ・ 研 修 の 名 称 実施期日 実施場所 受講者数 修了者数 

          

          

     年  月  日 

報告者                

厚 生 労 働 大 臣 
殿 

都道府県労働局長 

 

備考 

 １ 表題には、「衛生工学衛生管理者講習」、「安全衛生推進者等養成講習」、「個人ばく

露測定講習」、「検査業者検査員研修」、「発破実技講習」、「ボイラー実技講習」、「コン

サルタント講習」及び「計画作成参画者研修」のうち、該当する文字を記入するこ

と。 

 ２ この報告書は、登録検査業者検査員研修機関、登録コンサルタント講習機関及び登録

計画作成参画者研修機関にあっては厚生労働大臣に、登録衛生工学衛生管理者講習機

関、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録個人ばく露測定講習機関、登録発破実技

講習機関及び登録ボイラー実技講習機関にあっては登録を受けた都道府県労働局長に

提出すること。 

３ 「講習・研修の名称」欄には、安全衛生推進者等養成講習にあっては「安全衛生推進

者養成講習」又は「衛生推進者養成講習」を、個人ばく露測定講習にあっては、「デザ

イン等講習」又は「サンプリング講習」を、コンサルタント講習にあっては「安全に関

する講習」又は「衛生に関する講習」を、検査業者検査員研修にあっては、労働安全衛

生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令（昭和47年労働省令第44

号）第19条の24の２第１項の表の下欄に掲げる研修の別を、計画作成参画者研修にあっ

ては「工事に関する研修」又は「仕事に関する研修」を分けて記入すること。 

 ４ この申請書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 

（        ） 
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様
式
第
一
号
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１号の５（第１条の２の２の５、第１条の２の６、第１条の２の44の７、第１条の２

の44の22、第１条の５の２、第５条の２、第14条の２、第19条の６の２、第19条の24の２

の６、第19条の24の７、第19条の24の22、第19条の24の37、第22条の２、第25条の９、第

58条関係） 

 

        登録              機関登録事項変更届出書 

 

登 録 番 号   

届出者の氏名又は名

称及び法人にあって

は、その代表者の氏名 

  

届 出 者 の 住 所 電話  （  ）    

変
更
事
項 

変 更 前   

変 更 後 
  

変 更 し よ う と す る

年 月 日 
  

変 更 の 理 由   

 

       年  月  日 

 

届出者                

 厚 生 労 働 大 臣 

 都道府県労働局長 
   殿 

備考 

 １ 表題には、「衛生工学衛生管理者講習」、「安全衛生推進者等養成講習」、「適合性証明」、

「個人ばく露測定講習」、「製造時等検査」、「性能検査」、「個別検定」、「型式検定」、「検

査業者検査員研修」、「較正」、「発破実技講習」、「ボイラー実技講習」、「教習」、「コンサ

ルタント講習」及び「計画作成参画者研修」のうち、該当する文字を記入すること。 

 ２ この届出書は、登録適合性証明機関、登録製造時等検査機関、登録性能検査機関、登

録個別検定機関、登録型式検定機関、登録検査業者検査員研修機関、登録較正機関、登

録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生労働大臣

に、登録衛生工学衛生管理者講習機関、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録個人

ばく露測定講習機関、登録発破実技講習機関、登録ボイラー実技講習機関及び登録教習

機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。 

 ３ 法人の代表者の氏名を変更する場合にあっては、変更後の代表者の略歴を記載した

書面を添付すること。 

 ４ この届出書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 
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様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第２号（第１条の２の２の６、第１条の２の７、第１条の２の44の８、第１条の２の4

4の23、第１条の６、第６条、第15条、第19条の７、第19条の24の２の７、第19条の24の

８、第19条の24の23、第19条の24の38、第23条、第25条の10、第59条関係） 

 

 

業務規程届出書 

 

登 録 番 号   

届 出 者 の 氏 名 又 は 名 称   

届 出 者 の 住 所 電話 （  ）   

業 務 開 始 予 定 年 月 日   

 

       年  月  日 

届出者               

 厚 生 労 働 大 臣 

 都道府県労働局長 
殿 

 

備考  

この届出書は、登録適合性証明機関、登録製造時等検査機関、登録性能検査機関、登録

個別検定機関、登録型式検定機関、登録検査業者検査員研修機関、登録較正機関、登録コ

ンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生労働大臣に、登

録衛生工学衛生管理者講習機関、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録個人ばく露測

定講習機関、登録発破実技講習機関、登録ボイラー実技講習機関及び登録教習機関にあっ

ては都道府県労働局長に提出すること。 
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様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第３号（第１条の２の２の６、第１条の２の７、第１条の２の44の８、第１条の２の4

4の23、第１条の６、第６条、第15条、第19条の７、第19条の24の２の７、第19条の24の

８、第19条の24の23、第19条の24の38、第23条、第25条の10、第59条関係） 

 

業 務 規 程 変 更 届 出 書 

登 録 番 号   

届出者の氏名又は名称   

届 出 者 の 住 所 電話  （  ）    

変
更
事
項 

変 更 前   

変 更 後 
  

変更しようとする年月日   

変 更 の 理 由   

 

       年  月  日 

 

届出者                

 

厚 生 労 働 大 臣 

都道府県労働局長 
殿 

 

備考 

 １ この届出書は、登録適合性証明機関、登録製造時等検査機関、登録性能検査機関、登

録個別検定機関、登録型式検定機関、登録検査業者検査員研修機関、登録較正機関、登

録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生労働大臣

に、登録衛生工学衛生管理者講習機関、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録個人

ばく露測定講習機関、登録発破実技講習機関、登録ボイラー実技講習機関及び登録教習

機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。 

 ２ この届出書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。 
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様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第４号（第１条の２の２の７、第１条の２の８、第１条の２の44の９、第１条の２の4

4の24、第１条の７、第７条、第16条、第19条の８、第19条の24の２の８、第19条の24の

９、第19条の24の24、第19条の24の39、第23条の２、第25条の11、第60条関係） 

 

                       業務休廃止届出書 

 

１ 登 録 番 号   

２ 

届出者の氏名又は名称及

び法人にあっては、その

代 表 者 の 氏 名 

  

３ 届 出 者 の 住 所 電話  （  ）    

４ 
（休止・廃止）しようとす

る業務の範囲 

  

５ （休止・廃止）年月日   

６ 休 止 の 期 間   

７ （休止・廃止）の理由   

       年  月  日 

届出者                

厚 生 労 働 大 臣 

都道府県労働局長 
殿 

 

備考 

 １ 表題には、「衛生工学衛生管理者講習」、「安全衛生推進者等養成講習」、「適合性証

明」、「個人ばく露測定講習」「製造時等検査」、「性能検査」、「個別検定」、「型式検

定」、「検査業者検査員研修」、「較正」、「発破実技講習」、「ボイラー実技講習」、「教

習」、「コンサルタント講習」及び「計画作成参画者研修」のうち、該当する文字を記

入すること。 

 ２ この届出書は、登録適合性証明機関、登録製造時等検査機関、登録性能検査機関、

登録個別検定機関、登録型式検定機関、登録検査業者検査員研修機関、登録較正機

関、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生労

働大臣に、登録衛生工学衛生管理者講習機関、登録安全衛生推進者等養成講習機関、

登録個人ばく露測定講習機関、登録発破実技講習機関、登録ボイラー実技講習機関及

び登録教習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。 

 ３ ４、５及び７の欄中（  ）内は、該当しない文字を抹消すること。 
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（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技

術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）

表
一

表
一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ

関
す
る
省
令
（
昭
和
四

る
帳
簿
の
保
存

関
す
る
省
令
（
昭
和
四

る
帳
簿
の
保
存

十
七
年
労
働
省
令
第
四

十
七
年
労
働
省
令
第
四

十
四
号
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
一
項

十
四
号
）

（
新
設
）

の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備
置
き

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
九
第
一
項

（
新
設
）

の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

表
二
～
表
四

（
略
）

表
二
～
表
四

（
略
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ

関
す
る
省
令

る
帳
簿
の
記
載

関
す
る
省
令

る
帳
簿
の
記
載

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
九
第
一
項

（
新
設
）

の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
三
（
第
八
条
及
び
第
九
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
八
条
及
び
第
九
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
九
第
二
項
第
一
号
の
規
定

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
九
第
二
項
第
一
号
の
規
定

関
す
る
省
令

に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
閲
覧
又
は
謄
写

関
す
る
省
令

に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
閲
覧
又
は
謄
写

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
二
項

（
新
設
）

第
一
号
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
閲

覧
又
は
謄
写

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
九
第
二
項
第

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
九
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
閲
覧

一
号
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
閲
覧
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又
は
謄
写

又
は
謄
写

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

別
表
第
四
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
関
係
）

表
一

表
一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

労
働
安
全
衛
生
法
及
び

（
略
）

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
の
規
定

係
る
登
録
及
び
指
定
に

第
一
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
の
規
定

関
す
る
省
令

に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
謄
本
又
は
抄
本
の

関
す
る
省
令

に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
謄
本
又
は
抄
本
の

交
付

交
付

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
二
項

（
新
設
）

第
二
号
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
謄

本
又
は
抄
本
の
交
付

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
九
第
二
項
第

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
九
第
二
項
第

二
号
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
謄
本

二
号
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
謄
本

又
は
抄
本
の
交
付

又
は
抄
本
の
交
付

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

表
二

（
略
）

表
二

（
略
）
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年

七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基

づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
一
号
に
よ
る
登
録
機
関
登
録
申

請
書
、
旧
規
則
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
実
施
計
画
届
出
書
、
旧
規
則
様
式
第
一
号
の
三
に
よ
る
実
施
計
画
変
更
届
出
書
、

旧
規
則
様
式
第
一
号
の
四
に
よ
る
実
施
結
果
報
告
書
、
旧
規
則
様
式
第
一
号
の
五
に
よ
る
登
録
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出

書
、
旧
規
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
業
務
規
程
届
出
書
、
旧
規
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
業
務
規
程
変
更
届
出
書
及
び
旧
規
則
様

式
第
四
号
に
よ
る
業
務
休
廃
止
届
出
書
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
一
号
に
よ
る
登
録
機
関
登
録
申
請
書
、
新
規

則
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
実
施
計
画
届
出
書
、
新
規
則
様
式
第
一
号
の
三
に
よ
る
実
施
計
画
変
更
届
出
書
、
新
規
則
様
式
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第
一
号
の
四
に
よ
る
実
施
結
果
報
告
書
、
新
規
則
様
式
第
一
号
の
五
に
よ
る
登
録
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
、
新
規
則
様

式
第
二
号
に
よ
る
業
務
規
程
届
出
書
、
新
規
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
業
務
規
程
変
更
届
出
書
及
び
新
規
則
様
式
第
四
号
に
よ

る
業
務
休
廃
止
届
出
書
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
規
則
様
式
第
一
号
に
よ
る
登
録
機
関
登
録
申
請
書
、
旧
規
則
様
式
第
一
号
の
二
に
よ

る
実
施
計
画
届
出
書
、
旧
規
則
様
式
第
一
号
の
三
に
よ
る
実
施
計
画
変
更
届
出
書
、
旧
規
則
様
式
第
一
号
の
四
に
よ
る
実
施

結
果
報
告
書
、
旧
規
則
様
式
第
一
号
の
五
に
よ
る
登
録
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
、
旧
規
則
様
式
第
二
号
に
よ
る
業
務
規

程
届
出
書
、
旧
規
則
様
式
第
三
号
に
よ
る
業
務
規
程
変
更
届
出
書
及
び
旧
規
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
業
務
休
廃
止
届
出
書
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
準
備
行
為
）

第
三
条

新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
七
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
同
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第

一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
八
及
び
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
九
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
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る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
登
録
は
、
施
行
日
以
後
は
、
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
十
九
の
登
録
と
み
な
す
。

３

前
項
の
登
録
を
受
け
た
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
一
第
二
項
、
第
三
項
及

び
第
五
項
、
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
二
か
ら
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
四
ま
で
並
び
に
第
一
条
の
二
の
四
十
四

の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
届
け
出
る
こ
と
そ
の
他
の
個
人

ば
く
露
測
定
講
習
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
届
出
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
等
は
、
施
行
日
以
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十

一
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
二
か
ら
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
四
ま
で
並
び
に

第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
等
と
み
な
す
。

４

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
六
か
ら
第
一
条
の
二
の
四
十

四
の
二
十
八
ま
で
及
び
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十
か
ら
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十
二
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
登
録
の
要
件
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

そ
の
他
の
必
要
な
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
命
令
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
命
令
等
は
、
施
行
日
以
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
六
か
ら
第
一
条
の
二
の
四
十
四
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の
二
十
八
ま
で
及
び
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十
か
ら
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
三
十
二
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
等
と

み
な
す
。

第
四
条

個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
一

条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
五
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
等
に
係
る
請
求
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
一
第
一
項
の
規

定
の
例
に
よ
り
、
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前

に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
一
第
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
修
了
証
の
交
付
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
修
了
証
の
交
付
は
、
施
行
日
以
後
は
、
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
一
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
修
了
証
の
交
付
と
み
な
す
。

４

前
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
ば
く
露
測
定
講
習
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
施
行
日

前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
一
条
の
二
の
四
十
四
の
二
十
九
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
帳
簿
の
保
存
及
び
引
渡
し
を
行
う
こ
と
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が
で
き
る
。




